
















　　“Biodiversity” has become a common word after the adoption of the Convention on 
Biological Diversity (CBD).　The concept of biodiversity, however, is still unclear.　In 
this article, I try to define the concept of biodiversity as “biological resources” and “life-
supporting systems” through analyzing the change in resource use and negotiation of 
CBD.　Regional or international use of biological resources has become conspicuous 
since Columbus’ voyage.　In recent years, intrinsic values of biodiversity, which mean val-
ues of nature itself, and life-supporting systems for humans have been recognized, as 
views on nature are changing.　On the other hand, the development of biotechnology has 
increased the use of genetic resources, which arouse more interest in resource use rather 








An “integrated policy approach” should be taken into consideration to make an interna-
tional environmental policy that recognizes the values of biodiversity as human property 
(global public goods) not only in terms of “biological resources” but also in terms of “life-
supporting systems”.






























（生物多様性）が使用されるようになってきた1）。後者は、米国の生物学者 E. O. Wilson





















































（Table: The place of origin of the main agricultural products）
中央・西アジア アフリカ 中国 南・東南アジア 南北アメリカ
穀 類 小麦、ライ麦、燕麦 ソルガム ソバ 稲、ミレット トウモロコシ








































食 用 油 類 ナタネ、オリーブ アブラヤシ ココナツ、ゴマ ヒマワリ、落花生










































































































トックホルム宣言から 10年後の 1982年 5月には UNEP特別会合で「ナイロビ宣言」が
採択された。さらに国連総会決議（1983年）により「環境と開発に関する世界委員会」
（World Commission on Environment and Development: WCED）が設立され、一連の会





































　21世紀にはいり、地球サミット 10周年を記念して 2002年 8月から 9月にはヨハネス


















　さらに 1980年代には、まず 1980年 3月に IUCNが UNEP、世界野生生物基金（現、
世界自然保護基金）（WWF）の協力のもとに策定した「世界保全戦略」（WCS）が発表






され、また 80年WCSの改訂版でもある「地球を大切に」（Caring for the Earth）が
1990年 12月の第 18回 IUCN総会で採択され、翌 91年 10月に公表された。さらに地球
サミットの直前になると、「第 4回世界国立公園・保護地域会議」がカラカス（ベネズエラ）
で開催（1992年 2月）されて「カラカス宣言」が採択されるとともに、会議開始前日に














告 24－ 28）や公園等保護区（勧告 34－ 38）の管理とともに野生生物の保護と国際条約


























on site protection）、②種子、精液など生体の一部による保存（部分的隔離保存　off site, 
part of the organism, preservation）、③生物個体を農園、植物園、動物園、水族館などに
　―　90　― ―　91　―
国際環境政策論としての生物多様性概念の変遷





























































































































































































































































































































































































ていない（Glowka et al., 1994）．
 2）現在では，Forumおよび Proceedingsのタイトルとして“Biodiversity”が使用され
ることが多いが，正確には当時は“BioDiversity”の表記を使用していた（Wilson，
1997）．中心になった E. O. Wilson自身は，Proceedingsの論文タイトルとして“Bio-
logical Diversity”を使用している．
 3）所収の論文「来るべき宇宙船地球号の経済学」は， 1966年発表．
 4）最初の邦訳は，青樹簗一訳，『生と死の妙薬』， 東京，  新潮社，  1964．
 5）主として，環境庁，『国連人間環境会議の記録』， 東京， 環境庁，（出版年不明）を参照．
 6）主として， IUCN，UNEP，WWF，World Conservation Strategy，1980（国際自然
保護連合日本委員会 /高橋進ほか訳，『地球環境の危機』，東京，第一法規出版，1981）
を参照．
 7）主として，環境庁，『ナイロビ会議の記録』，  東京， 環境庁，  1982を参照．
 8）主として，大田正豁，“自然に関する世界憲章”，『国立公園』，  399/400号，  1983， 
pp.6-9を参照．
 9）主として， 高橋進，   “第 3回世界国立公園会議”，『国立公園』，398号，1983，
pp.22-25を参照．
10）主として，World Commission on Environment and Development（大来佐武郎監修），
『地球の未来を守るために Our Common Future』，東京，福武書店，1987を参照．





13）主として，WRI，IUCN，UNEP，Global Biodiversity Strategy: Guidelines for Ac-
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